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１ 日  時    平成２４年１２月７日（金）午後１時３０分 

 

２ 場  所    八王子市役所 事務棟 ７階 ７０２会議室 

 

３ 会議に付すべき事件 

第１ 第３７号議案  八王子市立学校教職員人事の内申に関する事務処理の 

報告について 

第２ 第３８号議案  八王子市学習支援委員の解嘱に関する事務処理の報告 

について 

第３ 第３９号議案  八王子市立学校教職員人事の内申について 

第４ 第４０号議案  高齢者叙勲候補者の推薦について 
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【午後１時３０分開会】 

○小田原委員長  大変お待たせいたしました。 

    本日の委員の出席は５名全員でありますので、本日の委員会は有効に成立いたしまし

た。 

    これより平成２４年度第１４回定例会を開会いたします。 

    今年も電力不足が心配されている中、本市では節電の取り組みを継続しております。

照明は一部消灯とさせていただいておりますので、御理解いただきますようお願いいた

します。 

○小田原委員長  日程に入ります前に、本日の会議録署名員の指名をいたします。 

    本日の会議録署名員は、２番、和田孝委員を指名いたします。 

よろしくお願いいたします。 

    なお、議事日程中、第３７号議案、第３９号議案及び第４０号議案は、審議内容が個

人情報に及ぶため、「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」第１３条第６項及び

第７項の規定により、非公開といたしたいと思いますが、御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○小田原委員長  御異議ないものと認めます。 

――――――――――――――――――◇―――――――――――――――――― 

○小田原委員長  それでは、それ以外の日程について進行いたします。 

    日程第２、第３８号議案、八王子市学習支援委員の解嘱に関する事務処理の報告につ

いて、を議題に供します。 

    本案について、生涯学習総務課から説明願います。 

○宮木生涯学習総務課長  それでは、第３８号議案、八王子市学習支援委員の解嘱に関する

事務処理の報告について、担当の吉本主査より説明いたします。 

○吉本生涯学習総務課主査  八王子市学習支援委員である檜原朋美氏より、平成２４年１１

月３０日をもって、学習支援委員の職を退任したいという申し出を受けました。 

    退任の事由は、就職活動に専念するため、というものです。 

    なお、本件は「八王子市教育委員会の権限委任に関する規則」第４条第１項の規定に

基づき、教育長の専決処分により処理を行い、また、同条第２項の規定に基づき、専決

処理事項として報告するものです。 

檜原委員の残任期間が、平成２５年６月３０日までと残り７ヶ月であり、次回改選時
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には、選出区分の変更と議員定数の削減を検討していることから、今回は後任の委員の

選任は行わないものといたします。 

説明は以上です。 

○小田原委員長  生涯学習総務課からの説明は終わりました。 

    本案につきまして、御質疑、御意見がございましたらお願いいたします。 

○川上委員  差し支えなければ、この方の年齢を教えていただけますか。 

○吉本生涯学習総務課主査  現在２２歳で大学４年生ということです。 

○坂倉教育長  学習支援の方に１００％力を注げなくなるとしても、就職活動のプラスにも

なると思うからこのまま続けてはどうかと、私からもアドバイスしたのですが、非常に

真面目な方で、兼務するのは難しいとのことでした。 

○小田原委員長  本人がそう言うのでしたら、やむを得ないのかもしれませんね。 

他にはいかがですか。 

    では、特にないようでございますので、お諮りいたしますけれども、ただいま議題と

なっております第３８号議案につきましては、提案のように承認することに御異議ござ

いませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○小田原委員長  御異議ないものと認めます。 

    よって、第３８号議案につきましては、そのように承認することにいたしました。 

――――――――――――――――――◇――――――――――――――――――     

○小田原委員長  他に何か報告する事項等はございますか。 

○野村学校教育部長  学事課から１件、口頭で報告がございます。 

○海野学事課長  皆さまも報道等で御存知かと思いますが、中央自動車道笹子トンネル内で

天井板の崩落事故がありました。この影響で、来年１月以降に八王子市の中学校が行う

スキー教室の実施に影響が出ることが予想されます。 

この件について、今月中に各学校が保護者会で説明を行うため、八王子市教育委員会

としての基本的な考え方と対応を整理しておく必要があり、本日の中学校校長会の役員

会及び１２月１７日の校長会で、各校の校長先生には予め状況をお話しする予定です。 

まだ事態が流動的ではっきりしたことは申し上げられないのですが、今回の崩落事故

が起こったのは上り線のトンネルであり、下り線側が使えるようになれば、スキー教室

自体はなんとか実施できるのではないかと考えております。 
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ただし、往路は下り線なのでよいとしても、復路は上り線の迂回路として、国道２０

号線を利用することになりますので、そこでかなりの渋滞が起きることが予想されます。

現時点の情報では、あの辺りを通過するのに、１時間から２時間はかかるのではないか

ということです。 

今後は随時、学校やバスの運行業者と情報交換を行って、互いに調整を図りながら、

スキー教室の実施に向けて進めていきたいと考えております。 

報告は以上です。 

○坂倉教育長  下り線側のトンネルの安全性が確保されれば、そこを対面通行にして使える

可能性もありますが、どちらにしても移動時間は余計にかかると思います。 

○小田原委員長  今回の事故の影響で学校行事が中止になることがないように、十分配慮し 

ていただきたいと思います。 

移動に時間がかかるのは覚悟したうえで、実施をお願いしたいですね。 

○小田原委員長  他に何か報告する事項等はございませんか。 

○野村学校教育部長  ございません。 

○小田原委員長  委員の皆さんから、何かございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○小田原委員長  それではここで、公開の審議を終了いたします。 

この後は引き続き、非公開の審議を行いますので、傍聴の方は退室願います。 

〔午後１時４０分終了〕 

 


